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ジャズライブ&レストラン SONE ※年明けlまl月4日から通常通D営業

1 2月の為すすめライブ
12I2(日)ロイヤル・フラッシュジャズバンド/

大森重志、樽谷四郎、廣田稔、渡辺朗、

吉川裕之、日下義彦、北市勝彦、田中千秋

9(日) 鍋島直潤クヮルテット十島合理子(vo)

25(水)辛島すみ子(vo)十堀智彦(p)

トリオ(井手厚、木村健一郎)

31 (月) co]ntDown2008 Voca噺井雅代、大越理加、

北荘桂子、宇島寿美子/長谷川元伸(as)

高岡正人(p)井手厚(b〉岩高淳(d「)

クラシックライブハウス ピアジュリアン

漢JAZZ LIVE & RESTAURAN丁

SONE

北野坂 町078-22「-2055

http://kobe-SOn巳.○○m

★ステージ「 8:50-23:○○

計4回

★ミュージックチャージ9〇〇円

※新年は「月5日から営業

1 2月のおすすめライブ

12(水)長原幸太くヴァイオリン)鈴木華童子(p)

17(月)大田雑音(ヴァイオリン)冨岡順子(p)

28(全)雑賀美可(ソプラノ)晴雅彦(パiルン)

藤江圭子(p)

25 (火)第72回藤渓優子企画シI)-ズ/

黒瀬奈々子・蔵川瑠美(ヴァイオリンデュオ)

31 (月)ピアジュリアン出演ミュージシャン、

お客様らによる恒例のカウントダウンライブ

ライブハウス メイテンヴオエッジ

園クラシックライブハウス

PIA Julien

三宮駅北側近藤ビル9階

(「階マクドナルド)

皿078-39l-808「月曜定休

http://pia-ju=en.com

★ステージ

「9:30/2「 :○○(計2回)

記載された以外にも、毎晩ライブあり。ホー

ムぺ「ジでスケジュールをチェックしてください。

1 2月のおすすめライブ

8 (土)佐藤雄大(Pf&key)坂東慧(dr〉関谷友貴(ba)

12(金) Good Acousticミチコ/いそのじゅんこ

/CROSS PLAY!!

15 (土) JazzLive=st set F「ontie「(ピアノトi)オ)

2nd setカリフラワー(カルテット)

27(木)高校生アーティスト天国!

29 (土)30 (日)絹の宴フェスティバル!

ジャンル問わずお祭りだ!

31 (月)シャイアンi)サイタル

ー空き地だけじゃ物足りないへカウントダウン

臆しivehouse Maiden voyage

阪急六甲駅北側すぐ
皿078-805○○899

htt p://

WWW.koyo.net/maiden-VOyage/

★演奏のジャンル問わず、出演者

募集中

記載された以外のライブは木-ムべ-ジ等
でチェックしてください。

Ho○○y’s ※ 1 2月31日へ1月4日お休み、 l月5日から営業

12月のおすすめライブ
22(日)広部直子(vo)田中敬子(p)影山朋(∨旭)

田宮寛之(b)

23(月)荒畑佐千子(vo)世古畳義(p)

佐々木茂(sax)阪口典右(b)中島幹雄(d「)

24(火) pobinEve(尺八)Ron Mason(g)

DaveBoyle (tb)小出恭正(b)

松井道朗(d「)林寺(vo)
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喜KOBE JAZZ C」UB Ho=y’s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅
南徒歩7分加納町

冊078-25「 -5「47

http://kobe-h011ys.com

デュオぎやらり漢の催し
12/6(木)一11 (火)第2回写真展

デジグラフィーKOBE

12/13(木)へ18(火)神戸YPC写真展

12/20 (木) -25 (火) NEKODARUMAN

FAN丁ASiC WORLD14 たかいよしかず

デュオぎやらり-Ⅱの催し
12/6(木)-11 (火)廃材家具展

(廃材でつくった家具と陶芸作品のコラボレーション)

12/13(木)-18(火)

川久保由香ファンタジーイラスト展

12/20 (木)一25 (火)

猿渡由利子きり絵と水彩画展

デュオぎゃらり-、デュオぎゃらり-=は 

JR神戸駅南側デュオこうべ内 

神戸製鋼コベルコスディーラーズ
第5節12/2(日)vs三洋電機ワイルドナイツ

岡山・桃太郎スタジアム

第6節12/8 (土) vsコカコーラウエストレッドスパークス

大阪・近鉄花園ラグビー場

篇7節12I15(土)vsサントリーサンゴノアス

兵庫・ホームズスタジアム神戸

第8節12佗2 (土) vs東芝プレイブルーパス

東京・味の素スタジアム

第9節1/5(土)vsヤマハ発動機ジュビロ

静岡・ヤマハスタジアム

第10節1/13(日)vsトヨタ自動車ヴ工ルナノッツ

兵庫・ホームズスタジアム神戸
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コウノへスナッフ
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須磨琴保存会の後援会を開催
歌人・在原行平が伝えたと

い言われる-絃琴を守り育て

る須磨琴保存会(小池美代子

代表)。 「0月24日、その後援

会が開催され、須磨琴保存会

が-絃琴の美しい音色を響か

せた。その後、邸宅レストラン

禦「ル・アン」で懇親会が行わ

れた。

遊民村が
ポジョレヌーヴォーを

楽しむ会

浄徳寺・宇賀芳樹住職が村長

となって、気の合う仲間で緒成さ

れた「遊民村」 。恒例となったポ

ジョレヌーウオーを楽しむ会が、

神戸ポートピアホテルのメンl (葛

ズサロンで開催された。

フランスより

人気シェフ来日

「 1月9日、神戸ペイシェラ

トンホテル&タワーズ最上階、

ダイニングレストラン
「KobeG「i‖」にて、ダビッド

ズタス氏を迎えて、独自の感

性によって作りあげる「フラン

ス料理の現在」が披露された。

丹波焼・市野元利が

陶芸展を開催
日本伝統工芸展にて高松宮記

念賞を受賞するなど、丹波燐の次

代を担う陶芸家として活躍する市

野元都民。 「 「月「3日から25日まで、

神戸ボートピアギャラリーで陶芸

展を開催し、力作を披露した。

かとれあフレンド会

元町の美容室「かとれあ」

の桧垣ひさ子さんを中心に集

まった「かとれあフレンド会」 。

絵画、手芸、キルトや和風人形、

陶芸などそれぞれに個性あふ

れる作品を出品し、「 「月「へ

6日、ギャラリエサンサカ工に

て作品展を開催した。

作品展

三 「トアロードカレッジ」

を開催
トアロード地区まちづくり協議

会でiよ毎回講師を招いてトアロ

ードの魅力を語り伝える「トアロ

ードカレッジ」を開催している。 1

0月9日、ゲストに永田耕一氏(永

田良介商店)を描いて、 NHK神

戸放送局「 Fトアステーションで

開催。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ポジョレー解禁

カウントダウン

ポジョレ一・ヌーヴオー解禁前夜、 「 l月「4

日23時よりホテルオークラ神戸の最上階「ス

ターライトラウンジ」にて、カウントダウンワイ

ンパーティーが行われた。時差の関係でフラ

ンスより早く解禁時問が訪れる日本。みずみ

ずしい味わいを楽しんだ。写真は〇時ちょうど

に開栓する川上浩-チーフソムリエ。

河口龍夫展

県美でスタート

神戸市に生まれ、現代日本

を代表する国際的な美術家・

河口龍夫氏。 「 0月27目から

「 2月26日まで、 「見えない

ものと見えるもの」をテーマ

にした河口龍夫展を開催。
28日にはオープニングパー

ティが開催された。

「ひようご女性

未来会議IN西宮」

ll月10日、武庫川学院

甲子園会館で、 「ひょうこ女性

未来会議iN 西宮」が開催。

「女性よ!めざせ理工系一活

かそう・育てよう・支えようへ」

をテーマに基調講演とパネル

ディスカッションが行われた。
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連
載

お
も
し
ろ
浮
世
駿
講
座
・
江
戸
人
の
澄
び
心
⑫

∴
∵
〃
〃
ノ

一

二
三

l
/
三\

中
右
瑛
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両
面
相
の
上
下
絵

逆
も
ま
た
異
な
り
・
国
芳
の
「
あ
べ
こ
べ
絵
」

こ
の
図
は
単
な
る
「
顔
」

で
は
な
い
。
実
は
こ
の

「
顔
」

に
面
白
い
仕
掛
け
が
し
て
あ
る
の
だ
。
左
ペ
ー
ジ
の
図
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な

「
顔
」
を
じ
っ
く
り
見
る
が
い
い
。
七
福

神
の
一
人

「
布
袋
さ
ん
」

で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
何
や

ら
表
情
が
お
か
し
い
。
こ
の

「
布
袋
さ
ん
」
を
逆
さ
ま
に

し
て
見
る
と
、
「
布
袋
さ
ん
」
転
じ
て
、
ナ
ン
ト
!
馬
琴

小
説
の
人
気
豪
傑
「
朝
比
奈
」
と
な
る
の
だ
。

も
う
一
つ
の

「
顔
」

(
左
ペ
ー
ジ
図
下
)

は
、
厳
し
い

髭

(
口
ひ
げ
)
、
髭

(
頬
ひ
げ
)
、
翳

(
顎
ひ
げ
)

で
お
な

じ
み
の

「
鍾
胞
さ
ん
」

で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
逆
さ
に
し

て
見
る
と
、
中
国
・
三
国
志
の
英
傑
「
張
飛
」
が
現
れ
る
。

二
人
の
顔
と
思
い
き
や
、
表
の
顔
は

「
布
袋
さ
ん
」

「
鍾

旭
さ
ん
」
、
そ
し
て
あ
べ
こ
べ
の
顔
は
「
朝
比
奈
」

「
張
飛
」

と
、
四
人
の
顔
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
逆
も
ま
た
異
な
り
」
。
上
か
ら
見
て
も
下
か
ら
見
て
も
、

「
顔
」
は
「
顔
」
。
天
地
を
逆
さ
に
し
て
も
「
顔
」
は
「
顔
」
。

「
顔
」

に
隠
さ
れ
た
も
う
一
つ
の

「
顔
」
。
実
に
奇
想
天
外

な
着
想
。

実
は
、
こ
の
絵
は

「
あ
べ
こ
べ
絵
」
と
呼
ば
れ
る
「
両

だる摩(逆さにすると「げとふ」 )

面
相
の
仕
掛
け
絵
」

で
、
別
名
「
上
下
絵
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
庶
民
の
間
で
大
い
に
流
行
し
た
も
の
だ
っ

た
。こ

の

「
両
面
相
」

は
、
戯
画
の
元
祖
・
一
勇
斉
国
芽
の

十
八
番
も
の
。
国
芳
の
見
事
な
早
業
了

の
ア
イ
デ
ィ
ア

の
妙
技
に
、
驚
き
と
笑
い
を
禁
じ
得
な
い
。

こ
う
し
た

「
あ
べ
こ
べ
絵
」

に
は
、
歴
史
上
の
有
名
な

人
物
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
だ
る
ま
さ
ん
」

や
歌

舞
伎
十
八
番
「
意
休
」
、
能
狂
言
の

「
木
賊
(
と
く
さ
)
刈
」

の
老
人
な
ど
が
登
場
す
る
。
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学
業
の
場
が
少
な
い
江
戸
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
し

た
遊
び
絵
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
物
の
名
を
知
り
、
ま
た
学

び
、
教
養
を
高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
き
っ
と
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
国
芳
戯
画
に
倣
っ
て
、
楽
し
い

「
あ
べ
こ
べ

絵
」
を
描
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
図
は
、
当
時
は
相
当
数
が
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
残
存
品
は
殊
の
ほ
か
少
な
い
稀
覿
品
で
あ
る
。

ひ
と
つ
、
皆
さ
ん
方
も
「
あ
べ
こ
べ
絵
」
に
挑
戦
し
て
、

面
白
い

「
両
面
相
の
上
下
絵
」
を
描
い
て
み
て
は
い
か
が
̃

馬
主
廿
里
繋

《
“

-
.
“
u
.
」

尋
写
れ
高
一

書中右瑛(なかう・えい)

抽象画家。浮世絵・夢二エッセイスト。

〇九三四年生まれ、神戸市在住。

行動美術展において奨励賞、新人賞、会友賞、

行動美術賞受賞。浮世絵内山賞、半とん現代美

術賞、兵庫県文化賞、神戸市文化賞など受賞。

現在、行動美術協会会員、国際浮世絵学会常

任理事。著害多数。

補
整

与
づ
一
∠
▼
え
う
ぐ
お
く
こ
巌
で
も
)
寄
け
ち
で
も

ト
考
で
上
り
き
ち
っ
よ
き
′
骨
少
の
写
る
小
人
∧
/

方
言
。
ヤ
ー
4
ふ

「両面相」 -弱音国芳固く上が布袋さん、下が鍾姫さん、しかし逆さにしてみれば・・)
91

駆
聖
餐
齢
」
凝

塵
轟
轟
綾
路
韓

母
拷
擬
鐙
轟
師
町
聖
二
嬰
-

官
用
「
り
千
百

お
さ
ま
を
「
多
子
I
千
首
中
之

時
点
素
子
ち
び
さ
を
鼻
0
生
霊
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クルーズ船《にっぽん丸〉

船内見学&ティナ一
文・写真 上川庄二郎

【
船
か
ら
見
た
美
し
い
中
突
堤
か
ら
の
夜
景
】

「
上
川
さ
ん
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
見
学
に
お
出
で
に
な
り

ま
せ
ん
か
」
と
の
誘
い
を
受
け
て
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば

か
り
即
座
に
O
K
。
時
は
九
月
二
十
八
日
夕
刻
、
中
突
堤

に
停
泊
中
の
《
に
っ
ぽ
ん
丸
杉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
と
い
う
思
い
が
募
る
。

船
上
か
ら
見
る
六
甲
山
や
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
景
色
な

ど
は
ま
さ
に
天
下
一
品
。
神
戸
港
な
ら
で
は
の
美
し
い
景

観
で
あ
る
。
お
見
せ
し
た
い
写
真
は
数
々
あ
れ
ど
だ
が
、

紙
面
の
都
合
で
お
許
し
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

中
突
堤
周
辺
に
は
何

回
も
掘
り
に
き
て
い
る

が
、
船
上
か
ら
の
夜
景

を
撮
る
機
会
は
滅
多
に

な
い
。
《
に
っ
ぽ
ん
丸
撃

に
は
こ
れ
ま
で
に
も
度
々

乗
船
し
て
い
る
の
で
船

内
は
よ
く
承
知
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
今
回
は

何
と
し
て
も
海
上
か
ら

神
戸
の
夜
景
を
撮
り
た
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囲碁サロンとしても使われる和室

【
船
内
設
備
あ
れ
こ
れ
】

そ
う
は
云
っ
て
も
、
船
内
を
紹
介
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
で
き
る
限
り
ご
案
内
す
る
と
し
よ
う
。

写
真
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
に
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
シ
ア
タ
ー
や
カ
ジ
ノ
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ー
ド
ル

ー
ム
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
E
メ
ー
ル
も
で
き
る
)
、
バ
ー
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
プ
ー
ル
、
サ
ウ
ナ
、
展
望
大

浴
場
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
、
診
療
所
、
ラ
ン
ド
リ
ー
、

等
々
い
ろ
ん
な
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
航
海
中
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。

【
船
に
桑
る
こ
と
自
体
が
旅
の
目
的
】

イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
に
は
最

適
の
旅
の
形
態
で
あ
り
、
船
に
乗
る
こ
と
自
体
が
旅
の
目

的
だ
と
い
え
よ
う
。

【
締
め
く
く
り
は
、
ワ
イ
ン
で
乾
杯
!
】

船
旅
の
関
心
事
は
、
何
と
云
っ
て
も
食
事
で
あ
る
。
当

日
の
デ
ィ
ナ
ー
の
一
端
を
ご
紹
介
し
て
締
め
と
し
よ
う
。

神
戸
市
で
も
市
民
ク
ル
ー
ズ
や
こ
の
よ
う
な
船
内
見
学

会
を
度
々
行
っ
て
い
る
。
市
の
広
報
誌
や
新
聞
な
ど
で
随

時
募
集
記
事
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
一
度
参
加
し
て
み
ら

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

船
旅
は
退
屈
す
る
の

で
は
な
い
か
と
よ
く
い

わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
マ

閏
喜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勧
請
師
を

経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
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田
崎
真
珠
は
昭
和
4
 
1
年
に
香
港
に
設
立
さ
れ
た
一

「
田
崎
真
珠
(
香
港
)
有
限
公
司
」
に
引
き
続
÷
;

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に

事
務
所
を
構
え
る
な
ど

海
外
で
の
拠
点
も
充
実
さ
せ
て
い
っ
た

圏
聞

三五
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海がらの贈り物真珠ととも再生きる

の真珠王

_。ナノヂ
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田崎俊作物
漫画こ佐藤晴美

昭
和
0
0
年
に
は

大
阪
証
券
取
引
所
市
場
第
2
部
に
株
式
を
上
場

平
成
4
年
に
は

東
京
証
券
取
引
所
市
場
第
2
部
に
上
場

こ
れ
は
宝
石
業
界
で
は
初
の
上
場
で
あ
っ
た
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平
成
5
年
に

東
証
、
大
証
と
も
市
場
第
1
部
へ
昇
格

平
成
6
年
に
は

真
珠
産
業
の
振
興
・
発
展
を
め
ざ
す

「
世
界
養
殖
真
珠
機
構
」
(
W
C
P
O
)
が

誕
生
し

そ
の
初
代
会
長
に
田
崎
俊
作
が

選
任
さ
れ
た

腔O堰蕪勘

ま
た
昭
和
6
3
年
に
発
足
し
た

ダ
イ
ヤ
事
業
部
は

わ
ず
か
6
年
後
に
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
帝
王
と
呼
ば
れ
る

「
デ
・
ビ
ア
ス
社
」
か
ら
評
価
さ
れ

サ
イ
ト
ホ
ル
ダ
ー
の
指
名
を
受
け
る

快
挙
が
実
現
し
た

田
崎
真
珠
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く

業
務
を
拡
大
し
て
い
っ
た
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父
・
甚
作
は
、
常
々
こ
う
言
っ
て
い
た
I

「
給
料
は
社
長
が
く
れ
る
の
で
は
な
い

海
と
真
珠
が
く
れ
る
の
だ
」
-
-
-
と

98

俊
作
は
言
う

-

「
人
間
が
成
長
し
な
け
れ
ば
、

最
高
の
真
珠
は
育
た
な
い
」

「
真
珠
は
、
海
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
」

「
海
・
貝
・
人
」

こ
の
ど
れ
が
欠
け
て
も

田
崎
真
珠
の
成
長
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
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出
資
し
て
も
ら
っ
た

ア
コ
ヤ
貝
に
は

お
客
さ
ま
の
名
札
を

つ
け
て
海
に
入
れ

う
ち
の
養
殖
場
で
管
理
し
て

育
っ
た
真
珠
が
お
客
さ
ま
の

・
も
の
に
な
る
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平
成
1
 
3
年
に
ス
タ
!
ト
し
た

こ
の
オ
ー
ナ
I
制
度
は

田
崎
真
珠
が
平
戸
、
天
草
な
ど

九
州
に
も
つ
養
殖
場
で

出
資
し
た
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は

ま
ず
真
珠
の
も
と
に
な
る
核
を

ア
コ
ヤ
貝
に
挿
入
す
る
「
挿
核
」
を
体
験
す
る
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回

「
ニ
似
丼
⊂
隅
〈
丼
紅
白
積
弊
抑
」

-
ベ
⊂
‾
べ
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